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訓 練 生 募 集技能後継者の育成 資格取得を目指して

職業訓練法人一関職業訓練協会 【 認定一関高等職業訓練校 】

◆募集対象者

①高校その他を修了し事業所

に就職した方

※中卒者は要相談

② Ｕターンや転職、進路変更な

ど事業所に中途採用された方

※雇用保険もしくは一人親方に

加入されていない方は要相談

事業所

基本学科と実技を身に付

け、早く事業所の戦力に

なってもらいます。また、資格

取得の近道になります。

訓練を受けながら早く職

場に適応し、自信を持っ

て仕事をしてもらいます。

◆訓練の方法

◆募集訓練科

事業所

【応用実技】

各事業所において職業

訓練指導員のもと、通常

業務の中で訓練を受け

ます。

※職業訓練指導員免許

資格者が必要です。

【訓練時間】

年間１０００時間

訓練校

【専門学科と基本実技】

各事業所から派遣され

た従業員が年間カリキュ

ラムに基づいた訓練を受

けます。

【訓練時間】

年間４００時間・５０日間

（月平均５日）

訓練は、訓練校で

の「集合訓練」と

事業所での「分散訓練」

の２本立てで行います。

（デュアルシステムと呼

ばれます。）

デュアルシステム

◆訓練期間

は全て２年

間です。

◆申込者が少数の

場合、訓練を実施

しないことがあり

ます。

◆「人材開発支援

助成金」が利用で

きます。

訓練校

お問い合わせ、お申し込み

木 造 建 築 科

建 築 設 計 科

配 管 科

建 築 塗 装 科

建 築 板 金 科

　　　※裏面もご覧ください。



【募集概要】

【木造建築科】

在来木造建築工法の一般的な機
工具の取り扱いと、継ぎ手・仕
口の加工を学び、小規模一般木
造建築物の施工ができる知識・
技能を習得します。

職業訓練指導員職種／建築科

【建築設計科】

建築物の設計を総合的に学び、
簡単な建築物の設計ができる
知識・技能を習得します。修
了後は２級建築士の受験資格
が得られます。

職業訓練指導員職種／建築科

【配管科】

給排水設備や冷暖房設備に関
する機工具の取り扱いと、鉄
管、銅管、塩ビ管の加工組み
立てに必要な基礎的な知識・
技能を習得します。

職業訓練指導員職種／配管科

【建築塗装科】

塗装用機工具の取り扱いができ、
建築物の塗装における素地ごし
らえから上塗りまでの一般塗装
作業ができる知識・技能を習得
します。

職業訓練指導員職種／塗装科

【建築板金科】

建築板金、金属加工における
機工具の取り扱いと、板金加
工品の設計製図、加工および
施工にいたる基礎的な知識・
技能を習得します。

職業訓練指導員職種／板金科

・入校させようとする従業員が雇用保険被保険者であること。又は一人親方に加入していること。

・入校させようとする従業員に受講期間中、最低賃金を下回らず通常賃金を支払うことができること。

・入校させようとする従業員に所定労働時間内に訓練を受講させることができること。

・入校を希望する訓練科に該当する職種の職業訓練指導員免許保持者が事業所内にいること。

・事業所が一関職業訓練協会の会員であること。未加入の場合は会員として加入できること。

・訓練生１名につき 年間１２０，０００円（令和５年度実績） ※３期で分納

・申込期間 令和６年３月１９日（火）まで

・手続方法 当校所定の「入校許可願」を提出して下さい。

入校する従業員の方が入校資格を満たされている場合は、訓練期間中の賃金補填として「人材開発支援助成金」

をご利用いただけます。但し、この制度を利用する場合は、訓練開始の１か月前までに岩手労働局に「訓練実施計

画書」を提出する必要があります。詳しい内容につきましてはお問い合わせ下さい。

訓練科の紹介（職業能力開発促進法による普通職業訓練普通課程）

事業主への助成

入校申込期間及び手続方法

授業料（事業主負担金）

入校資格


